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款 金額 説明 担当課14 国庫支出金 5,688項 2 国庫補助金 地域未来交付金（地域防災緊急整備型）目 1 総務費国庫補助金 4,368
くらし安全環境課節 31 地域未来交付金（地域防災緊急整備型）項 2 国庫補助金 物価高対応子育て応援手当支給事業費補助金目 2 民生費国庫補助金 1,320
子ども支援課節 30 物価高対応子育て応援手当支給事業費補助金18 繰入金 15,308項 2 基金繰入金 財政調整基金繰入金目 1 財政調整基金繰入金 15,308
経営戦略課節 1 財政調整基金繰入金

20,996

令和７年度愛荘町一般会計補正予算（第11号）の概要

歳入 （単位：千円）

歳入合計 補正予算全体の財源調整により増額するもの
０歳から高校３年生までの子どもを対象とする「物価高対応子育て応援手当」の支給にあたり、１人２万円の支給事業費補助金について、支給見込人数の増加により追加計上するもの（補助率：10/10、繰越対応）
国の令和７年度補正予算（第１号）に応じた、避難所環境改善事業の前倒し計上により交付を受けるもの（補助率：1/2、繰越対応）

一般会計（歳入）-2-



款 金額 節 説明 担当課3 民生費 1,320項 2 児童福祉費 負担金補助及び交付金 1,320目 1 児童福祉総務費 子ども支援課物価高対応子育て応援手当事業8 土木費 10,662項 2 道路橋梁費 委託料 6,656目 3 道路維持費除雪対策事業項 4 都市計画費 繰出金 4,006目 2 下水道費下水道事業会計繰出金9 消防費 9,014項 1 消防費 需用費 278目 3 防災対策費 備品購入費 8,736 くらし安全環境課避難所環境改善事業
20,996歳出合計4724

1,320

「物価高子育て応援手当」の支給見込人数の増加により増額するもの（補助率：10/10、繰越対応）3749

9,014

国の令和７年度補正予算（第１号）に応じて、避難所環境改善事業を前倒しで実施するため計上するもの（補助率：1/2、繰越対応）

除雪作業の出動実績に基づき不足する委託料を増額するもの4532
4,006 下水道事業会計の補正に伴うもの 建設・下水道課4571

建設・下水道課
6,656

令和７年度愛荘町一般会計補正予算（第11号）の概要

歳出 （単位：千円）

一般会計（歳出）-3-



（単位：千円）款 3項 2
款 9項 1

繰　越　明　許　費　（第　２　表）　の　概　要款・項・事業名 事業概要 金　額 説　明 担当課
3749 物価高対応子育て応援手当事業物価高対応子育て応援手当事業

　０歳から高校３年生までの子どもを対象とする「物価高対応子育て応援手当」（１人２万円）を支給するもの・【財源】物価高対応子育て応援手当支給事業費補助金1,320千円、物価高対応子育て応援手当支給事務費補助金19千円 1,339児童福祉費民生費

9,014 　国の令和７年度補正予算（第１号）に応じて事業を前倒しで実施するため、３月追加補正にて予算計上するものであり、併せて翌年度へ繰り越すもの
　令和８年３月31日までに出生した児童が対象となるものであり、一部の対象者への手当支給が令和８年４月以降となることから必要な経費を翌年度へ繰り越すもの 子ども支援課

くらし安全環境課　ラップ式トイレおよび蓄電池を整備するもの・【財源】地域未来交付金（地域防災緊急整備型）　4,368千円消防費4724 避難所環境改善事業避難所環境改善事業
消防費
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地域未来交付⾦（地域防災緊急整備型）
【避難所環境改善事業】

自治体名 滋賀県 愛荘町 人口 20,879人 事業費 ① 8,736千円

事業概要
当町の指定避難所等において、「避難⽣活における良好な⽣活環境の確保に向けた取組指針」に⽰されている⽣
活環境を確保するため、避難所環境改善事業として簡易トイレ、蓄電池を整備するもの。平時においては、当町で
実施している防災訓練やイベントで使用し、町における防災の取組を広く周知するものとする。

購入する
資機材等の
内容

・簡易トイレ 300千円×８台 2,400千円
・蓄電池
福祉避難所用 702千円×4台 2,808千円
一般避難所用 196千円×18台 3,528千円

主なKPI 【アウトプット指標（活動指標）※一つ以上】
資機材の地域イベントでの利⽤

【アウトカム指標（成果指標）※一つ以上】
防災の取組に関する町⺠への認知度

1

くらし安全環境課

【一般財源】 簡易トイレ⽤消耗品（凝固剤、袋等2,000回分） ② 278千円

避難所環境改善事業 総事業費（①＋②） ９，０１４千円
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■購⼊する資機材により目指す地域防災⼒向上の在り⽅
＜トイレ＞
滋賀県が公表している地震被害想定（平成26年3月）によると、当町では最大で3,098⼈の避難者が発⽣する⾒込みであり、
発災時におけるトイレの必要数は約６０台となっている。（スフィア基準）
現在のトイレの備蓄状況としては、段ボールトイレ１８台、マンホールトイレ３台であり、残りは協定による仮設トイレの提供を⾒込んで、
合計60台を確保する予定となっている。
しかし、仮設トイレの設置には数⽇要する⾒込みであることから、発災直後から利⽤が可能な簡易トイレ40台の整備が必要な状況。
40台を５年間で整備する計画とすることから、今回は簡易トイレ８台を購⼊し、避難所のトイレ環境を整える。
＜蓄電池＞
令和７年度に⾏った避難所環境整備事業により、各避難所に発電機の整備が完了している状況。避難所では、屋外の電灯などの他に、
室内において電灯や携帯電話の充電等で使⽤するための電源を確保する必要があるが、発電機から延⻑コードで供給するには、
限界があるため、可搬式の蓄電池を整備することで、避難者の快適な避難所環境を確保する。
なお、福祉避難所においては、医療機器利⽤者の避難があった際に、その電源として使⽤することも⾒込まれるため、医療機器にも
使用できる蓄電池を整備する。

■購⼊する資機材の平時の利活⽤⽅針
これらの備品については、毎年実施している避難訓練で活⽤するほか、発電機はイベント等でも使⽤するとともに、防災備品であることを周知する
ことで、地域全体の防災⼒向上に寄与できると考えている。

2

目指す地域防災⼒強化の内容
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款 金額 説明 担当課1 下水道事業収益 4,006項 2 営業外収益 他会計補助金目 2 他会計補助金 4,006
建設・下水道課節 1 他会計補助金

4,006収益的収入合計
令和７年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第４号）の概要

収入 （単位：千円）
利率見直しによる不足分に対応するため増額するもの

下水道会計（収益的収入）-7-



款 金額 節 説明 担当課1 下水道事業費用 4,006項 2 営業外費用 企業債利息 4,006目 1 支払利息及び企業債取扱諸費
4,006収益的支出合計 4,006 利率見直しによる不足分を増額するもの 建設・下水道課
令和７年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第４号）の概要

支出 （単位：千円）

下水道会計（収益的支出）-8-




